
バイオCDMO事業説明会
2026年2月19日

本資料における業績予想及び将来の予測等に関する記述は､現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり､潜在的なリスクや不確実性
が含まれております。従いまして､実際の業績は､様々な要因によりこれらの業績予想とは異なることがありますことをご承知おきください。
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本事業説明会の趣旨

3
※ 2025年第3四半期決算発表より資料抜粋

本事業説明会では、2025年度第3四半期決算発表(2026年2月5日)にて開示したバイオCDMO事業の業績推移に関して、
より解像度を上げてご説明いたします。
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短期的には、米国の強い需要に対応するため米国新規大型設備の増員・稼働開始前倒しのための固定費先行、
及び中小型設備での受託キャンセル等が収益を圧迫も、FY2027(2028年3月期)の営業利益黒字化を目指す
中長期目標の達成時期は1～2年程度遅れるものの、市場拡大を背景とした当事業の成長ストーリーは不変

技術による差別化戦略の深化
(生産性向上、複雑化抗体への対応、DX/AIの積極推進)

停滞していた細胞・遺伝子治療薬市場は商業化への流れが見え始めている
新規モダリティ (ADCの一貫製造体制含む) にも継続して取り組み、将来の事業拡大に向けた布石を打つ

kojoXを通じた「需要地に近い立地での地産・地消・地援」「創薬支援～治験～商業生産までのEnd to End
サービス」「必要な製造量に応じたスケーラビリティ」等は、顧客から高い評価

世界Top Tierとなる抗体医薬品の原薬製造キャパシティ (750kL強) への拡大に向けて、
大型・中小型の新規設備にて、建設・バリデーション・有能人材採用が順調に遂行中

本日のKey Messages

4

バイオ医薬品の市場は抗体医薬品を中心に年率+9%、バイオ医薬品CDMOの市場は年率+13%で成長
原薬生産能力は、製薬会社内製＋CDMOを合わせても「需要＞供給」の状況が続く見込み
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市況の展望
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Source：Evaluate Pharma（2026年1月15日付）を参考に当社推定

(Billion USD)

47%

53%

低分子医薬品

1-1 | バイオ医薬品の市場トレンド

45%

($764B)

55%

($937B)

バイオ医薬品

(2023→2032)

CAGR +9％

市場規模 +$500B

バイオ医薬品市場は、中長期的に年率9%の安定成長を継続し、
医薬品市場のうち半分以上を占める見通し
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CAGR

+13%

(CY2023-CY2032)

($ Bn)

抗体医薬品（ADC等含む）

タンパク製剤

遺伝子治療薬

細胞治療薬
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バイオCDMO 主要モダリティ別 成長率予測
(CY2023-CY2032)

* 細胞治療には
遺伝子組換え細胞治療を含む

バイオCDMO 市場規模

抗体医薬品
(ADC等含む)

+14%

タンパク製剤

遺伝子治療薬

細胞治療薬

1-2 | バイオ医薬品CDMOの市場トレンド

バイオ医薬品CDMO市場は年率13%で成長
製薬会社による外注化のトレンドは変わらず、バイオ医薬品市場を上回り拡大

Market Size
（2032 $Bn)

Source：Evaluate Pharma（2026年1月15日付）を参考に当社推定
平均成長率
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1-3 | 市場展望（大型製造設備）

製薬会社やCDMO各社のキャパシティがグローバルで拡大するも、
ブロックバスターの成長が牽引し、供給以上に需要が成長する見込み

需要トレンド
ブロックバスター(抗体医薬品）

売上・件数

大型培養槽 (>10kL)

キャパシティ供給トレンド

製薬会社内製 他

他CDMO

FUJIFILM

グローバル製造キャパシティ
ブロックバスター売上高

(Billion USD)

ブロックバスター件数

+91%+55%

年間売上$1B～2Bのブロックバスターが牽引し、売上高･件数ともに大きく伸長

Source：Evaluate Pharma（2026年2月16日付）データ参照 Source：当社推定

2023 2032

需要増を背景にグローバルでキャパシティが拡大

191

343

2023 2032

CAGR

+7%

50

109

2023 2032

平均成長率 (2023-2032)

7%

CAGR

+9%

CAGR

+5%
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遺伝子治療薬

✓ バイオテックの資金調達難や、高い生産コスト
を背景として市場拡大が遅れ

✓ 足元では、資金調達の状況改善や、非希少疾患
パイプラインの進展で回復の兆し。中長期的に
はブロックバスター品目も大幅増加の見通し

細胞治療薬

✓ バイオテックの資金調達難や、高い生産コスト
を背景として市場拡大が遅れ

✓ 市況低迷により撤退するCDMO企業もあるが、
パイプライン件数自体は増加傾向。足元でも後
期開発段階のパイプラインは着実に拡大してお
り、商業化への流れが見え始めている

抗体医薬品

✓ 抗体医薬品の上市製品数は引き続き堅調に増加
✓ 市況拡大で、商用品を中心にCDMO需要も好調、

中小型培養槽の需要も増加傾向

1-4 | 市場展望（中小型製造設備）

抗体医薬品の需要は堅調に推移。先端モダリティについては、特に遺伝子治療薬で市況回復の兆し
着実なパイプライン増加を背景に、潜在的な市場成長率は大きい

年平均成長率 (2023-2032)

8%

年平均成長率 (2023-2032)

25%

年平均成長率 (2023-2032)

20%

40 43 44

76

109
132139146150150

+275%

遺伝子治療薬 累積上市品 細胞治療薬 累積上市品

+82%

Source：Evaluate Pharma（2026年2月10日付）データ参照

316 342 400
488

578
667 724

788 808 817

+159%

抗体治療薬 累積上市品

+96%

金額推移
（抗体、遺伝子治療、細胞治療）

+640%
+416%

316

817

2023 2032

251 

492 

2023 2032

件数 金額 ($B)

40

150

2023 2032

2 

13 

2023 2032

件数 金額 ($B)

208

379

2023 2032

4 

23 

2023 2032

9

件数 金額 ($B)

CAGR

+8%

CAGR

+25%

CAGR

+20%
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当社ライフサイエンス・バイオCDMO事業の戦略
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2-1 | 当社ライフサイエンス領域の事業概要
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創薬支援（サービス）

培地 試薬 iPS細胞

CRO

創薬支援（材料） CDMO（製造受託）

抗体
医薬品

遺伝子治療
・

細胞治療

抗体薬物
複合体

(ADC)

組み換え
タンパク

mRNA

/ LNP

Global Network
による

Scale up/out新薬探索 前臨床開発
臨床試験

スケールアップ
当局承認・上市

商業生産化

バイオベンチャー

製薬企業

アカデミア 患者様

創薬支援ソリューションとCDMOの両輪で、先端治療薬の開発初期段階から商業生産まで一貫してサポート
顧客から｢信頼されるパートナー｣として、世界中の健康と笑顔に貢献する
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提供元: Bing

✓ CDMOに最適な最新設備
✓ 地産･地消･地援
✓ 強靭なサプライチェーン体制

（Dual Sourcing）
✓ 高品質基準の標準化によりサイト間

技術移管の迅速化・供給リスク低減

プロセス

細胞 培地

DX/AI

✓ 当社独自の「細胞･プロセス･培地」にDX/AIを活用
✓ “ラマン分光による培養槽の中の状態可視化”、

“連続生産”等によるプロセスでの差別化

✓ 細胞・遺伝子治療薬
✓ ADCを国内新工場で展開予定
✓ mRNA/LNPも同工場で対応

富山工場 → グローバルへ展開

✓ 細胞株開発から製剤充填まで、
多様な顧客ニーズに応える生産体制

✓ 培地など消耗品も提供可能

英国で全モダリティの
プロセス開発拠点新設

(Bioprocess Innovation Centre )

2-2 | 当社バイオCDMO事業の戦略概要
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積極的な設備投資と品質標準化 “サイエンス”･“イノベーション”での差別化

新モダリティの展開End-to-Endの受託体制
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2-3 | 積極的な設備投資と品質標準化

13

✓ 最大需要地である欧米＋日で、地産･地消･地援としてお客様へサービス提供
✓ 生産地の近くで材料を調達、Dual Sourcingとして強靭なサプライチェーン体制を構築
✓ 高品質基準の標準化によりサイト間技術移管の迅速化・供給リスク低減

グローバルな
積極投資

中小型施設大型施設 プロセスラボ

13

グローバル品質保証システム

グローバルIT システム

人材・技術交流、海外技術者の駐在
13
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2-4 | End-to-Endの受託体制
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開発初期の細胞株開発・プロセス開発から商用生産、製剤充填まで一貫した製造受託体制を整備
グループ会社のFUJIFILM Biosciencesと連携し抗体生産用培地の製造も対応

製剤充填（DP）細胞株開発(CLD) プロセス開発(PD) 治験薬製造 原薬製造（DS）

バイオベンチャー

製薬企業

アカデミア 患者様

CLD/PD
中核ラボ（英国）

➢ 独自の抗体生産細胞株（ApolloX）
➢ 最短11Mの開発タイムライン
➢ フェドバッチ・連続生産に対応

培地開発・製造はグループ会社と連携（FUJIFILM Biosciences）
➢ 液体培地・粉体培地両方に対応
➢ 豊富な供給実績と品証体制

商用品向け大型設備
（デンマーク/米国NC）

➢ 最大級のタンク容量と高い
バッチサクセスレート

➢ DK拠点に製剤充填ライン導入
済、米国NC拠点も導入準備中

パイプライン
(当社受託及び商談中件数)

単価

～2桁後半 約30程度

数100K$～数M$/年・件 ～2桁前半M$/年・件 2桁半ば～3桁M$/年・件

100数十件

約800件
約300件 約30件

By Saito）
常に出入りがあるので正確な確率算出するのは難しいですが、、
以下の数字を丸めて示しています。
左端：Pha 1の件数：789件
中盤：Pha 3の件数：248件
左端：平均的な治験期間を5年と仮定、過去五年間の抗体医薬品
の上市数の平均163/5=32.6件を年間の承認数（＝現在治験段階に
あるPipelineの承認見込み）と推定
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2-5 | 新モダリティの展開（ADC)

15

富士フイルム富山化学

富士フイルム和光純薬

▍ End-to-EndのADC生産体制を提供

抗体

リンカー

ペイロード 富士フイルム富山化学

カテゴリー6の高薬理
活性物質を取扱可能

次世代モダリティを将来の成長エンジンとして位置づけ、サービスポートフォリオを拡充
ADCは富山工場にて国内初ADCの一貫製造サービスを提供(2027年～）し、グローバル展開の橋頭堡とする

抗体生産
[生物学/遺伝子編集]

プロセス開発
[プロセス設計＆シミュレーション]

コンジュゲーション
[有機合成 & 解析］

リンカー/ペイロード製造 製剤＆凍結乾燥

▍ 富士フイルムグループが培ってきた技術を統合

コンジュゲーション 製剤化・凍結乾燥

抗体薬物複合体
Antibody Drug Conjugate

年平均成長率 (2023-2032)

21%

11 

60 

2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

CAGR

+21%

Source：Evaluate Pharma データを基に当社推定

✓ ADCはパイプライン開発や投資・技術提携が加速して
おり、平均成長率 +21%の高成長を予測

✓ 市場規模は2023年の$11Bから2032年には$60Bと約5
倍に急拡大する見込み

抗体薬物複合体 累積上市品

金額 ($B)
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バイオ医薬品生産における技術三要素（細胞×培地×プロセス）にAI/DXを掛け合わせ、
当社独自バリューを提案

①プロセスモニタリング技術 ②AI/DXの実装推進

• 培養層内を監視する“高感度センサー”と、
取得情報を監視用KPIに変換する”独自AIモデル“の開発

• 顧客の商用品製造ラインに実装開始済み

AI

“独自AIモデル”
センサー情報→対象成分量

抗
体

量
“高感度センサー”

顧客価値への貢献 顧客価値への貢献

✓ 収量向上
✓ 品質安定化

再現性高い
オペレーション実現

✓ 生産性・品質向上
✓ 開発期間短縮

AI

• “バイオAI”：開発期間短縮や収量低下原因解析ツール

• “生成AI” ：生成AI活用環境の導入による業務効率化

OKバッチ

NGバッチ

異常の早期検知

AI

CDMO現場ニーズに合
わせてカスタマイズし
た生成AIプラット
フォームを導入

✓ 申請書・報告書等の書類作成支援

“バイオAI”
高生産性・高品質を実
現するための培養条件
をAIが探索

2-6 | “サイエンス”･“イノベーション”での差別化

✓ 工数削減
✓ バッチリリース迅速化

“バイオAI”の開発 “生成AI”の活用

✓ 従来比1.4倍の
抗体生産量を達成

プロセス

細胞 培地

DX/AI

AI
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収益性見通し
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3-1 | モダリティ別 事業環境と収益変動要因

18

モダリティ 市況 FY26課題 FY27改善ドライバー

大型
製造設備

抗体医薬品
(≧20,000ℓ) 商用品を中心に

需要好調は継続

足元では米国生産に
需要偏重の傾向

• 旺盛な米国需要に早期に対応するため
米国新拠点の固定費増（増員)

• デンマーク拠点の一時的稼働減、顧客
都合（治験中断、一時的需給調整）に
よるバッチ数減

• 早期立ち上げによる
旺盛な需要の刈り取り

• 第2次投資の稼働開始時期調
整によるキャッシュ・固定費
抑制

• 営業体制強化

中小型
製造設備

抗体医薬品
(≦5,000ℓ)

• 案件キャンセルによる稼働率低下

(抗体医薬品)：
キャンセルタイミングと新規受託プロ
グラム立上げのずれ

(タンパク製剤)：
オーバーキャパシティ

• 新規受託案件の技術移管短縮・生産
早期立ち上げによる収益寄与

• 新しく開所した英国･富山拠点の早
期収益貢献

タンパク製剤

市場成長は減量薬GLP-1

が牽引。断片抗体として
先進医薬の要素としての
ニーズ顕在化

• 拠点集約を通じた損益分岐点改善

遺伝子治療薬
商業化までは時間を要す
るも、パイプラインは増
加傾向

• 受託バッチ数の低迷
• 生産の手間によるコスト増と販売価格

の不釣り合い

• 商業化に向けて動き出している受託
パイプラインの確実なデリバリー

• 価格条件の適正化

細胞治療薬
希少疾患が中心で、
商用品・ブロックバス
ターの開発遅れ

• 市況パイプラインのアーリーフェーズ
への偏り

• 製造プロセスが多様かつ複雑

• WisconsinとCaliforniaの一体・効
率運営体制

• プロセスのPlug-in化・一部自動化
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2026年度
見通

2025年度
予想

営業
損益

減価
償却費

減価
償却費 営業

損益

米国新規設備
早期立上げ
固定費先行

EBITDA

EBITDA

大型
一時費用減
※FY25 
計画停機

FY2026は、一時費用減少や、生産体制最適化によるオペレーション改善効果を見込む一方、
米国新設備早期立ち上げに向けた固定費先行の他、中小型設備でのプログラムキャンセル、

大型設備(デンマーク)で受託した後期臨床プログラムの治験中断の影響があり、営業利益は減益を見込む

増販による
粗利増

中小型
生産体制
最適化

効果刈り取り

※ 2025年第3四半期決算発表資料

中小型
プログラム
キャンセル

大型
受託プロ
グラムの
治験中断

影響

3-2 | 収益性の見通し（FY2025 - FY2026)

FY2025第3四半期決算で開示した
バイオCDMO事業のFY2026収益見通しにおける

“オペレーション他”の内訳
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3-3 | 収益性の見通し（FY2025 - FY2027)

営業利益

オペレーション
他

米国設備
早期立ち上げ
固定費先行

営業利益

減価
償却費

米国設備
償却費増

(１次投資)

減価
償却費

米国設備
収益貢献

米国設備除く
オペレーション

FY2026は米国設備における早期立ち上げのための固定費先行や償却費増があるも、
FY2027 は米国設備の稼働拡大が寄与し、収益は黒字化に向けて大きく改善

約3,000億円

(YoY+20%)

2,500億円

(YoY+14%)
約3,600億円

(YoY+20%)

FY2026 (対FY2025増減） FY2027(対FY2026増減）
FY2026

見通
FY2025

予想
FY2027

展望

売上高

営業利益

米国設備
償却費増

(２次投資)

営業利益
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大型設備の事業環境
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4-1 | 大型設備：市場環境の変化

22

米国内での
製造ニーズ急増

◎ NC州大型設備の大型契約
◎ TX州中小設備の受注進捗

デンマークの稼働時期調整による
キャッシュコントロール

対策

△ デンマーク拠点の需要変動

米国(NC州）新規大型設備の
早期立上げによる需要刈り取り

対策

米国での貿易収支不均衡を背景とした米国内製造ニーズ急増を受けて、欧米間での需要バランスが一時的に変動
ただし、需要が供給を上回るトレンドが続く中、グローバルな需要増加に対応するため、

中長期的には、地域間の製造需要バランス均衡を見込む

-100,000

-50,000

0

50,000

100,000

2020 2021 2022 2023 2024 2025
11mon

貿易収支 輸出 輸入

米国・バイオ医薬品貿易収支の推移（M. USD）

米国は年間$50B

規模の貿易赤字
が継続

米国外の
製造ニーズ一時減

Source: U.S. Census Bureau: Economic Indicators Division USA Trade Online.より
当社作成 https://usatrade.census.gov/index.php

https://usatrade.census.gov/index.php
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4-2 | 大型設備：米国拠点の費用先行と早期の収益刈り取り
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限界利益

固定費

• 第1次投資・第2次投資の計16基
の内、12基相当が稼働前に完売

• 残る4基も大手製薬会社と商談中

• 第2次投資稼働前倒しに対応すべく採用を前倒し
• 第2次投資の建設は、当初案より約6か月早いペースで進捗

(*) 原薬棟同士において

米国への需要偏重を受け、FY2026に追加固定費をかけて、第2次投資稼働を前倒し（FY2028上期→FY2027下期）

大型契約が稼働する第1次投資と合わせて、FY2027以降で早期の収益刈り取りを目指す

• Regeneron Pharmaceuticals
• Johnson & Johnson
• argenx 他

契約済みの大型案件

0

1000

2000

 FY25 FY26 FY27 FY28 FY29 FY30

0%

20%

40%

60%

80%

100%

(人数)
製造バッチ数

製造ペースよりも
早期採用で立ち上
げを推進

約6か月

工期

営業利益

(今回予想)

建築進捗進行度

早期化
スケジュール

当初
スケジュール

FY25 FY26 FY27 FY28 FY29 FY30

米国大型設備損益イメージ

早期立上げのた
めの固定費増に
よる赤字拡大

受注済み大型商談の
早期利益貢献化

営業利益

(前回中計予想)
従業員数
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4-3 | 大型設備：デンマーク拠点（2次投資）の稼働タイミング調整

24

デンマーク 

既存設備 6 基

デンマーク 

第1次 6 基

米国(NC州) 

第1次 8 基

デンマーク 

第2次 8 基

米国(NC州) 

第2次 8 基

12 基 20 基 20 基 24 基 36 基

FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028

大型製造設備の商談状況 (20,000L)

欧州の需要動向、及びデンマーク拠点の商談状況を踏まえ、既存設備と第1次設備の稼働率アップを優先
第2次設備の建設は完了させるも、稼働開始を1年半～2年程度後ろ倒し、キャッシュアウト・固定費抑制を図る

* Sold：契約済みのものに加え、交渉等により見込まれる予定製造数量に関する非公式な合意を含む

稼働延期

稼働前倒し

• 受託していた後期臨床プログラムの治験
失敗によるキャンセル、並びに既存プロ
グラム在庫調整が重なり、稼働率低下

• 直近の米国生産への需要偏重を鑑み、
２次投資の受託プログラムを1次投資へ
移管し、1次投資の稼働アップを優先

• FY26年末稼働を予定していたデンマー
ク2次投資は、欧州への委託需要の回復
を見込むFY28以降の稼働開始に変更し、
キャッシュアウト・固定費を抑制

• 需要の状況次第で決定後1年内に迅速に
稼働開始が可能な状態まで建設を進める

Sold

Available 

Ready subject to demand
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中小型設備の事業環境
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5-1 | 中小型設備：抗体医薬品・タンパク製剤

抗体医薬品・
微生物

抗体医薬品 タンパク製剤

✓ FY26は、顧客都合によるキャンセルに
より稼働率が低下

✓ 米国生産ニーズの高まりを背景に、テキ
サス拠点にて確度高い大型商談が進捗中

✓ FY26から稼働する英国新設備では既に
商業生産品を含む4プログラムの受託が
決定

FY2026は顧客都合のキャンセルが発生する一方、新規受注の稼働寄与がFY2026後半となるため、稼働率が一時的に低下
FY2027以降、新規受注の寄与、新規英国拠点の稼働拡大（抗体医薬品）、拠点集約による効率化（タンパク製剤）等で収益改善

抗体医薬品・タンパク製剤

-300

-200

-100

0

100

FY25 FY26 FY27 FY28

✓ FY26は、顧客都合によるキャンセルに
より稼働率が低下

✓ 英国拠点と米国拠点に分散していた生産
設備を、英国拠点に集約することで、生
産体制を効率化し、稼働効率改善を図る

26

収益性

営業利益の推移

FY26-27にかけて、
案件キャンセル影響はあるも、
新規受注・拠点集約等により
キャンセルを除く稼働率は改善

 FY26  FY27  FY28  FY29  FY30

設備集約による
稼働率改善

 FY26  FY27  FY28  FY29  FY30

損益分岐点
(バッチ数ベース）

バッチ数

稼働率
稼働率

バッチ数

損益分岐点
(バッチ数ベース）

(億円)
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5-2 | 中小型設備：抗体医薬品・タンパク製剤 –英国拠点拡充-

27

英国拠点にて「プロセス開発ラボ」 と「抗体医薬品の原薬製造棟」を増設
将来の商用品製造受託を見据えた、アーリーフェーズからの受託体制を強化

Bioprocess Innovation Centre (BIC UK)

• 全モダリティにおけるプロセス開発のグローバル中核拠点
• 技術のハブとして、当拠点にて顧客からの技術移管を受け、他グローバル各拠点への展開をサポート

提供元: Bing

抗体医薬品の原薬製造棟（2026年稼働開始）

• シングルユース 5kL＆2kLの培養槽を導入
シングルユース培養槽を活用したバイオ医薬品CDMO拠点としては英国最大拠点

• GMP基準に基づき、原薬の培養から精製まで連続生産の対応可能
• 富山拠点(2027年稼働）と同設備を展開
• 商業生産品を含む４プログラムを受注し、初年度製造能力の大半が受注確定済み
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5-3 | 中小型設備：細胞・遺伝子治療薬

抗体医薬品・
微生物

細胞治療薬遺伝子治療薬

遺伝子治療薬では商業化にむけたプログラムも受託し、安定生産による稼働率アップと収益性改善を見込む
細胞治療薬では豊富なパイプラインのもと、アーリーフェーズの受託を取り込み、将来にむけた布石をうつ

細胞・遺伝子治療薬

-300

-200

-100

0

FY25 FY26 FY27 FY28

✓ バイオテックの資金調達難による市況
低迷も回復の兆し

✓ 大手製薬企業と契約が進展
有力パイプラインのアーリーからの受
託や商業生産もFY28以降で進展

✓ 細胞治療CDMO 2社（Wisconsin・
Californiaサイト）の体制を統合し、足
元の市場ニーズに対応し、新トレンド
を捉えるための能力を構築

前臨床
ステージ

臨床
ステージ

商用生産

Wisconsin

site California

site

iPS細胞の知見・プロセス開発力を活用した
アーリー顧客の獲得と商業ライセンスの実
績を有する両サイトの一体運営化FY25 FY26 FY27 FY28

当社受託バッチ数

28

商業品

PPQ

臨床開発

収益性

営業利益の推移

損益分岐点

(億円)
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中長期ターゲット
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6-1 | モダリティ別の中長期収益性見通し

大型設備は、米国拠点が牽引し、FY2027以降の収益は大幅に拡大
中小型設備は、足元は受託キャンセル等で収益低迷も、FY2028の黒字化を見込む

(500)

0

500

1,000

1,500

FY25 FY26 FY27 FY28 FY29 FY30 FY25 FY26 FY27 FY28 FY29 FY30 FY25 FY26 FY27 FY28 FY29 FY30

営業利益：大型設備 営業利益：中小型設備営業利益｜EBITDAマージン

CGT

抗体
タンパク製剤

30

営業利益: 大型設備 米国拠点

FY26は稼働初年度かつ先行投資により赤字も、
FY27には黒字化し、その後収益は大きく拡大

デンマーク拠点

第2次投資の稼働時期調整があるも、固定費・
キャッシュアウト抑制により安定した収益貢献

抗体医薬品・タンパク製剤

足元では受託キャンセル影響等があるも、市況は堅調
新規英国設備（抗体医薬品）や拠点集約（タンパク製
剤）により、FY28での黒字転換を見込む

細胞・遺伝子(CGT)

将来的な市場拡大に向けた受託を進める

EBITDAマージン(合計）

営業利益: 中小型設備

(億円)
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6-2 | 中長期目標の再設定

売上高

EBITDA
マージン

事業

FCF

FY30

黒字化

FY30

FY27 FY28

現目標維持

1年遅れ

CAGR
約20% 約20%

(為替影響除き)

細胞・遺伝子治療の市況回復遅れや、デンマーク拠点第2次投資の稼働後ろ倒し等により、
前回中計（2024年4月発表）で策定した一部の中長期目標の達成時期は1～2年程度遅れるものの、

市場拡大を背景とした当事業の成長ストーリーは不変

7,000億円

FY2025-FY2030 売上成長

黒字化

約40％

FY30
FY30 30％台半ば

FY32~ 約40％

※次ページ

31

FY25 FY26 FY27 FY28 FY29 FY30 FY31 FY32

20％台後半

約40%

中小型設備

大型設備

【売上高】

30％台半ば

EBITDAマージン
(前回中計予想）

EBITDAマージン
(今回予想）
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6-3 | 設備投資とフリーキャッシュフロー
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バイオCDMO事業
フリー･キャッシュ･フロー

設備投資 | フリーキャッシュフロー
EBITDAマージン

設備投資額

大型投資の設備投資はFY2024でピークアウト済み
FY2028にバイオCDMO事業単独でのフリーキャッシュフローはプラスに転換する見込み

2次投資 [8基]

設備維持投資 他

全サイト

1次投資 [8基]

2次投資 [8基]

1次投資 [6基]

主な設備投資の内容

大型設備 能力増強

中小型設備 能力増強

抗体医薬品原薬製造
プロセス開発拠点

(億円)
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短期的には、米国の強い需要に対応するため米国新規大型設備の増員・稼働開始前倒しのための固定費先行、
及び中小型設備での受託キャンセル等が収益を圧迫も、FY2027(2028年3月期)の営業利益黒字化を目指す
中長期目標の達成時期は1～2年程度遅れるものの、市場拡大を背景とした当事業の成長ストーリーは不変

技術による差別化戦略の深化
(生産性向上、複雑化抗体への対応、DX/AIの積極推進)

停滞していた細胞・遺伝子治療薬市場は商業化への流れが見え始めている
新規モダリティ (ADCの一貫製造体制含む) にも継続して取り組み、将来の事業拡大に向けた布石を打つ

kojoXを通じた「需要地に近い立地での地産・地消・地援」「創薬支援～治験～商業生産までのEnd to End
サービス」「必要な製造量に応じたスケーラビリティ」等は、顧客から高い評価

世界Top Tierとなる抗体医薬品の原薬製造キャパシティ (750kL強) への拡大に向けて、
大型・中小型の新規設備にて、建設・バリデーション・有能人材採用が順調に遂行中

本日のKey Messages

33

バイオ医薬品の市場は抗体医薬品を中心に年率+9%、バイオ医薬品CDMOの市場は年率+13%で成長
原薬生産能力は、製薬会社内製＋CDMOを合わせても「需要＞供給」の状況が続く見込み






